
市制施行を祝う商店街　（昭和29年度）
　昭和29年4月1日、蒲郡町、三谷町、塩津村の2町1村が合併、市名を「蒲郡市」

とし、県下15番目の市制施行都市がうまれた。その後、昭和30年には大塚が分

村合併、37年形原合併、38年に西浦が合併された。
全国商店サービス強化運動商業まつり　（昭和31年度）
　「全国商店サービス強化運動・商業まつり」のイベントのひとつとして、20

数台のきらびやかに装飾を施されたアドカーが、蒲郡市内、塩津、形原、西浦

幡豆の各町をパレードした。マーケティング時代への口火が切られた盛大な

イベントであった。

蒲郡産業開発研究会創立総会　（昭和35年度）
　統治法の産業経済の動向、実態分析等の調査研究を行い、地方産業の発展伸長

に寄与する事を目的として、蒲郡産業開発研究会が設立された。

旧商工会館全景　（昭和37年度）
　県下最初の冷暖房完備の商工会館が建設された。特に、募金の目標額が10

ヶ月という短期間で完了したこと、また、618名という多数の会員の協力で

できたことなど、会員の一致団結の賜で蒲郡市経済界発展の基礎を築きあげた。

蒲郡商工会議所
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昭
和
二
十
一
年
の
創
立
か
ら
、
今

年
七
十
周
年
を
迎
え
た
本
所
の
創
立

七
十
周
年
記
念
式
典
を
、
去
る
六
月

月
二
十
三
日
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

午
前
十
一
時
よ
り
開
催
し
た
式
典

に
は
、
本
所
議
員
約
八
十
名
、
来
賓

約
百
二
十
名
に
加
え
、
感
謝
状
贈
呈

の
対
象
と
な
る
創
立
以
来
の
会
員
事

業
所
、
五
十
年
以
上
連
続
会
員
の
事

業
所
を
加
え
た
出
席
者
、
二
百
数
十

名
で
盛
大
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

小
池
会
頭
が
式
辞
（
別
掲
）
を
述

べ
、
そ
の
後
、
特
別
功
労
者
（
吉
川

敏
夫
顧
問
以
下
四
名
）、
事
業
協
力

功
労
者
（
七
名
）、
創
立
以
来
連
続

会
員
（
七
十
事
業
所
）、
五
十
年
以

来
連
続
会
員
（
二
百
六
十
一
事
業

所
）、
永
年
在
職
役
員
議
員
（
三
十

年
以
上
一
名
、二
十
五
年
以
上
四
名
、

二
十
年
以
上
五
名
、
十
五
年
以
上
八

名
、
十
年
以
上
十
三
名
）、
永
年
勤

続
職
員
（
省
略
）
に
対
し
て
感
謝
状
・

表
彰
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
特
別
来
賓
と
し
て
ご
臨

席
い
た
だ
い
た
、中
部
経
済
産
業
局
、

愛
知
県
、
稲
葉
蒲
郡
市
長
、
日
本
商

工
会
議
所
よ
り
ご
祝
辞
を
戴
き
、
盛

大
な
式
典
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
祝
賀
パ
ー
テ

ィ
ー
で
は
鏡
割
な
ど
が
行
わ
れ
、
今

後
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
実
施
に
向
け
意

見
交
換
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
七
十
年

の
節
目
に
相
応
し
い
祝
賀
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
　
蒲
郡IN

N
O
V
A
T
IO
N
 H
U
B

を
目
指
し
て
！

　

二
号
議
員
中
部
電
力
株
式
会
社
蒲

郡
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
前
所
長

原
田
裕
史
氏
の
異
動
に
よ
り
、
中
部

電
力
株
式
会
社
岡
崎
営
業
所
所
長
川

嶋
純
一
氏
が
就
任
。

　

一
号
議
員
蒲
郡
商
店
街
振
興
組
合

副
理
事
長
武
田
辰
美
氏
に
か
わ
り
、

理
事
長
の
小
田
裕
己
氏
が
就
任
。 川嶋純一 氏

議 

員 

異 

動

株式会社 アクティー
交通ルールを守りましょう

http://www.acty-info.com
E-mail：info@acty-info.com

－Agreement Creation Trust  調和と創造と信頼－

■本社  豊橋市東光町7番地の1

☎0532-65-8080
■蒲郡オフィス  蒲郡市宝町9番2号セントラルビル2F

☎0533-69-2228

総合人材
ビジネス

人材の流動化とアウトソーシングは
総合人材ビジネスのアクティーから

・人材派遣  ・紹介予定派遣 

・職業紹介（正社員）・各種生産工程請負受託

・労務管理/コンサルティング ・介護デイサービス

♦人事システムの効率化

♦企業の合理化をお手伝い
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ビ
ジ
ョ
ン
作
成
委
員
会
の
委
員
の
皆

様
、
実
態
調
査
等
で
ご
協
力
を
頂

い
た
会
員
企
業
の
皆
様
な
ど
、
本
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
に
関
係
さ
れ
た
皆
様
に

対
し
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
本
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
に

当
た
っ
て
、
今
後
も
引
き
続
き
ご
指

導
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
参
加

頂
き
ま
し
た
ご
来
賓
の
皆
様
方
を

は
じ
め
、
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様

方
の
ご
活
躍
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
式
辞
と
致
し
ま
す
。

　
　

蒲
郡
商
工
会
議
所　
　
　
　

　
　
　
　

 

会
頭　

小
池
高
弘

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
完
成
！

　「
蒲
郡N

N
O

V
A

T
IO

N
 H

U
B

　
　
　（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

ハ
ブ
）

を
目
指
し
て
」

式
辞
（
要
旨
）

　

雨
に
濡
れ
た
紫
陽
花
の
青
が
ひ

と
き
わ
美
し
い
本
日
こ
こ
に
、
蒲
郡

商
工
会
議
所
創
立
七
十
周
年
記
念

式
典
を
挙
行
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

ご
来
賓
各
位
を
は
じ
め
ご
列
席
の

皆
様
に
は
、
公
私
何
か
と
ご
多
用
の

中
を
ご
臨
席
賜
り
ま
し
て
、
衷
心
よ

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

顧
み
れ
ば
、
本
商
工
会
議
所
は
、

終
戦
後
の
混
乱
さ
め
や
ら
ぬ
極
め

て
困
難
の
時
期
に
、
蒲
郡
、
三
谷
、

形
原
、
西
浦
の
各
町
お
よ
び
塩
津
村

の
い
わ
ゆ
る
西
宝
地
区
関
係
者
が

商
工
会
議
所
の
必
要
性
を
痛
感
さ

れ
、
昭
和
二
十
一
年
の
年
の
瀬
も
迫

っ
た
十
二
月
二
十
一
日
、
蒲
郡
南
部

小
学
校
講
堂
に
お
い
て
設
立
総
会

を
開
催
。
そ
の
名
称
も
西
宝
商
工
会

議
所
と
し
て
希
望
と
期
待
の
う
ち

に
発
足
し
ま
し
た
。

　

以
後
、
区
域
に
大
塚
村
を
加
え
、

昭
和
二
十
九
年
新
商
工
会
議
所
法

に
基
づ
く
組
織
改
編
を
行
い
、
さ

ら
に
蒲
郡
市
制
施
行
に
伴
い
昭
和

三
十
三
年
に
は
名
称
を
西
宝
か
ら

蒲
郡
に
改
称
、
以
来
今
日
ま
で
星

霜
を
経
て
来
ま
し
た
。
こ
の
間
郷
土

の
発
展
へ
の
情
熱
と
強
い
結
束
力
に

よ
り
、
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
な
が

ら
、
地
域
商
工
業
の
振
興
発
展
に
向

け
ひ
た
す
ら
邁
進
し
て
来
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
当
会
議
所
が
い
ち
早
く

そ
の
必
要
性
を
訴
え
推
進
に
取
り

組
ん
だ
の
が
、
三
河
湾
国
定
公
園
の

指
定
と
温
泉
郷
の
開
発
整
備
、
蒲
郡

港
の
国
際
貿
易
港
の
指
定
な
ら
び

に
工
業
整
備
特
別
地
域
の
指
定
実

現
、
ま
た
、
創
立
以
来
の
念
願
で
あ

っ
た
豊
川
用
水
西
部
幹
線
の
完
成

と
工
業
用
水
道
の
導
入
、
東
名
高
速

道
路
音
羽
・
蒲
郡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
設
置
と
三
河
湾
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー

ド
の
開
通
で
し
た
。
今
日
の
発
展
に

途
を
開
い
た
こ
と
は
ご
高
承
の
通
り

で
す
。

　

ま
た
近
年
で
は
、
昭
和
五
十
九
年

に
最
新
技
術
を
研
究
す
る
目
的
で

「
蒲
郡
技
術
科
学
振
興
会
」
の
設
立
、

平
成
十
七
年
に
は
〝
生
涯
健
康
産

業
〞
を
医
産
学
官
一
体
と
な
っ
て
事

業
化
す
る
目
的
で
「
癒
し
と
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
の
郷
推
進
協
議
会
」
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。
生
涯
健
康
産
業

の
創
出
に
は
、
ま
だ
長
い
道
程
が
必

要
で
す
が
、
当
地
域
の
活
性
化
に
は

少
な
か
ら
ず
寄
与
し
続
け
て
い
く

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
平
成
十
三
年
三
月
に
、

会
員
は
じ
め
関
係
各
位
の
絶
大
な

ご
支
援
並
び
に
ご
協
力
に
よ
り
、
極

め
て
立
派
な
現
商
工
会
議
所
会
館

を
完
成
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
輝
か
し
い
足
跡
も
、
先

人
、
先
輩
諸
氏
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意

と
努
力
、
会
員
各
位
を
は
じ
め
ご
列

席
の
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
の

賜
物
で
あ
り
、
衷
心
よ
り
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
意
義
深
い
記
念
式
典

に
お
い
て
、
多
年
に
わ
た
り
会
議
所

発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
表
彰
を
受
け

ら
れ
る
方
々
に
対
し
て
も
、
心
か
ら

の
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
近
年
、
商
工
会
議
所
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

よ
り
景
気
が
回
復
基
調
に
あ
る
と

は
言
え
、
競
争
激
化
に
加
え
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
か
ら
廃
業
や
統

合
等
に
よ
り
市
内
の
事
業
所
数
が

減
少
す
る
と
共
に
、
会
員
数
も
年
々

減
少
し
、
創
立
以
来
最
も
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
済
環
境

の
認
識
の
も
と
で
、
創
立
七
十
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
昨
年
度

よ
り
蒲
郡
市
の
産
業
活
動
の
実
態

調
査
を
き
め
細
か
く
実
施
し
て
来

ま
し
た
。
一
昨
年
そ
の
調
査
結
果
を

「
蒲
郡
市
の
産
業
活
動
を
取
り
巻
く

現
状
と
課
題
」
と
し
て
発
表
さ
せ
て

頂
き
、
そ
の
中
か
ら
本
市
の
産
業
活

動
か
ら
み
え
る
七
つ
の
課
題
を
抽

出
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、（
１
）
人

口
減
少
と
労
働
力
人
口
の
不
足
へ
の

対
応
、（
２
）
地
域
内
で
経
済
を
循

環
さ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
、（
３
）

地
域
企
業
の
活
性
化
に
よ
る
地
域

経
済
の
底
上
げ
、（
４
）
国
内
外
か

ら
選
ば
れ
る
観
光
地
づ
く
り
、（
５
）

農
産
品
、
海
産
品
の
６
次
産
業
化

の
促
進
、（
６
）
産
業
や
生
活
を
支

え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
促
進
、（
７
）

地
域
連
携
、
産
学
官
連
携
の
推
進
、

で
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
へ
の
的
確
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
市
内
で

唯
一
の
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し

て
、
商
工
会
議
所
の
果
た
す
役
割
は

ま
す
ま
す
重
み
を
増
し
て
来
て
い

ま
す
。
今
般
、
創
立
七
十
周
年
を

迎
え
、
当
商
工
会
議
所
が
地
域
の

活
性
化
の
原
動
力
と
な
る
べ
く
「
蒲

郡N
N
O
V
A
T
IO
N
 H
U
B

（
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン 

ハ
ブ
）
を
目
指
し
て
」

と
題
し
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
、
も
の
づ
く
り
に
お
け
る
「
技

術
革
新
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
す
べ

て
の
価
値
の
創
造
と
い
う
広
義
の

IN
N
O
V
A
T
IO
N

が
企
業
の
差
別

化
、
つ
ま
り
生
産
性
を
上
げ
る
切
り

札
で
あ
る
と
い
う
信
念
に
基
づ
き
、

企
業
外
部
と
の
連
携
を
推
進
す
る

Ｏ

Ｐ

Ｅ

Ｎ　

IN
N
O
V
A
T
IO
N

の

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
ス
と
な
る
、

す
な
わ
ち
蒲
郡IN

N
O
V
A
T
IO
N
 

H
U
B

こ
そ
蒲
郡
商
工
会
議
所
の
あ

る
べ
き
姿
と
定
義
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た

め
に
四
項
目
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
策
定

し
、
そ
れ
は
『
１
．
会
員
企
業
の
生

産
性
と
付
加
価
値
創
出
力
の
向
上

へ
の
支
援
』『
２
．
稼
ぐ
地
域
産
業

の
創
生
と
そ
の
基
盤
づ
く
り
』『
３
．

地
域
経
済
の
発
展
の
ド
ラ
イ
ビ
ン

グ
・
フ
ォ
ー
ス
と
な
る
組
織
づ
く
り
』

『
４
．
地
域
の
魅
力
向
上
に
貢
献
す

る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
の
展
開
』

を
掲
げ
ま
し
た
。

　

今
後
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
達
成
に
向

け
て
部
会
・
委
員
会
を
通
じ
て
具

体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
行
政
等
と
の
連
携
強
化
を
図

り
、
十
年
後
の
活
力
あ
る
蒲
郡
の
創

生
に
向
け
て
全
力
を
賭
し
て
邁
進

し
て
行
き
ま
す
。

　

ま
た
、
一
企
業
、
当
会
議
所
、
当

地
域
だ
け
で
は
解
決
出
来
な
い
課

題
へ
の
克
服
に
向
け
、
平
成
二
十
四

年
に
設
立
し
た
東
三
河
広
域
経
済

連
合
会
を
始
め
と
し
て
、
さ
ら
に
広

域
連
携
を
進
め
対
応
し
て
行
き
ま

す
。

　

本
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
に
当
た
り
貴

重
な
ご
意
見
を
頂
い
た
中
・
長
期

　

本
所
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
の

柱
と
し
て
策
定
し
た
、
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
が
完
成
し
ま
し
た
。
今
後
十
年
先

に
目
指
す
将
来
像
に
向
け
て
、
本
所

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
提
示

し
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
向
け
た

方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
概
要
版
、

本
編
と
も
に
本
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
完
成
！

　「
蒲
郡N

N
O

V
A

T
IO

N
 H

U
B

　
　
　（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

ハ
ブ
）

を
目
指
し
て
」
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　厳しい経済環境の中、企業が存続し、成長・発展していくためには、何よりも人材の育成が欠かせません。本所では、
このような情勢を踏まえ、G.アカデミーを開設し、経営者から従業員までの各人の能力開発を促すための人材育成セミナー・
講座を数多く開催しております。また、G.アカデミーメンバー登録をいただくと、最新の人材育成セミナー情報・地域情
報満載のメールマガジン配信サービスなどを無料で利用することができます。この機会に、人材育成セミナーへの参加及
びごメンバー登録をお願いいたします。

部下育成・指導セミナー　～あなたの指導が変われば、組織が変わる～

日 時
8月25日（木）
10：00～ 16：30

主 な 対 象 者 管理職、中堅社員等 ■セミナーのポイント
本セミナーでは、部下育成・指導者として、
OJT の意義を理解したうえで、OJT による育成
計画の策定方法を学んでいただきます。あわせ
て、実際に『3ヵ月間の育成計画』を立てること
で、明日からのOJTに役立てることが可能です。

講  師
㈱インソース
水藤 麻美 氏

場 所
蒲郡商工会議所

イベントホール
受 講 料

会　員：6,000 円

非会員：12,000 円

クレーム対応術セミナー ～顧客のクレームをより実践的に解決～

日 時
9月8日（木）
13：30～ 16：30

主 な 対 象 者 経営者、管理職、中堅社員、担当者等 ■セミナーのポイント
本セミナーでは、クレーム対応の失敗事例から、
顧客の心理状態とその構造を理解し、その上で、
迅速且つ理想的な対応術を身につけていただき
ます。

講  師
オフィスにしむら
代表　西村 秀幸 氏

場 所
蒲郡商工会議所

イベントホール
受 講 料

会　員：3,000 円

非会員：6,000 円

人材育成セミナーのご案内

※計画内容が変更される可能性もございますので、詳細は今後ご案内させていただく各セミナーの案内状をご確認下さい。

～日商簿記3級程度～ 初級簿記講座のご案内

指定日（講座開催日）

9月 26日（月） 28日（水） 30日（金）

10月

3日（月） 5日（水） 7日（金）

12日（水） 14日（金）

17日（月） 19日（水） 21日（金）

24日（月） 26日（水） 28日（金）

31日（月）

11月
 2日（水） 4日（金）

7日（月）  9日（水） 11日（金）

日　時：平成 28年 9月 26日（月）～ 11月 11日（金）の

　　　　指定日（20日間）　 18:30 ～ 20:30

会　場：蒲郡商工会議所

講　師：豊橋創造大学　講師　畑野 光正 氏

受講料：会員 15,000 円、非会員 18,000 円 ※テキスト、問題集代を含みます

定　員：20 名

申込み：申込書に必要事項を記入し、9月 13 日（火）までに

　　　　受講料を添えて蒲郡商工会議所へ申込み下さい。

　　　　※申込書は下記のホームページからダウンロード、または 

　　　　　 蒲郡商工会議所で配布しています

http://www.gamagoricci.or.jp/users/roudou/gacademy/

■お問合せ　蒲郡商工会議所　TEL 0533-68-7171　

 ■講座の概要

簿記は、企業の日々の経営活動を記録・計算・整理し、最終的にその「経営成績」や｢財政状態｣を表すための技術です。
こうした点から、企業にとって簿記は、営業活動を計画的に行うことや、利害関係者にその経営状態を報告するた
めに、必要不可欠なものです。本講座は、企業における若手社員の初歩的な経理研修として、また、これから簿記
の知識をつけ、よりスキルアップを図りたいと考える方に最適です。はじめて簿記を学習される方でも十分理解い
ただける内容（日商簿記検定 3級程度）になっておりますので、多数受講下さいますようご案内申し上げます。

この程行いました検定試験の受験者数および合
格者数を発表します。

◆第142回日商簿記検定試験

日時:平成28年6月12日（日）

場所:蒲郡商工会議所

　2級   8名（受験者数25名）

　3級 29名（受験者数84名）

◆第207回日商珠算検定試験

日時:平成28年6月26日（日）

場所:蒲郡商工会議所

　1級 －名（受験者数1名）

　2級  1名（受験者数1名）

　3級  4名（受験者数9名）
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今こそ好機！
信頼の和を広げ、チャンスを生かし、想いをつなぐ

　ビジネスパーソンにとって不可欠な人（お客様）との
対話における話術を学ぶため、日本の伝統話芸「落語」
をテーマとし、本物から学び、また自ら実践するための
場として、6月例会「笑いを制するものは、ビジネスを
制す」を開催しました。
　この例会は、小田直宏委員長をはじめとする研修委員
会の企画で、豊橋市出身の真打「桂 文月 (かつら ふみづ
き )」氏を講師としてお招きし、講和に続いてメンバー自
身が実践する参加型の構成で実施しました。大喜利形式
を模した参加型プログラムでは、ビジネスの現場を想定
したお題に対し、各委員会から機転を利かせた回答が連
発。メンバーの個性も存分に発揮され、絶好の学びの機
会となりました。
　また、秋に開催される東海ブロック商工会議所青年部
連合会のブロック大会ＰＲキャラバンとして、花市佳明
会長（岡崎YEG所属）らが来場され、秋の大会の魅力
をＰＲしていただきました。

6月例会「笑いを制するものは、ビジネスを制す」
真打の伝統話術に学び、自ら実践する

例会終了後の記念撮影

次代を担う若手経営者たちへ　経営者として成功し、誇りある蒲郡を築くために

蒲郡商工会議所青年部　新入会員募集中！ー50歳までの経営者・後継者の方ー

お問い合わせは事務局まで　Tel : 0533-68-7171　Fax : 0533-68-0339　E-mail : yeg@gamagoricci.or.jp

ロケとグルメで蒲郡を全国に！

蒲郡シティセールスプロジェクト

日　程：平成 28年 7月 31日（日）15:00～ 17:00

場　所：蒲郡市民会館 東ホール

〒 443-0035 愛知県蒲郡市栄町 3-30

TEL：0533-67-5151）

定　員：150名（当日先着順）

入場料：無料

舞台挨拶来場者

　監督：井上真行

　出演：池田大、品田誠、外村道子、三森麻美

　プロデューサー：市橋浩治

次回例会

７月例会「蒲郡ときめきサタデー」

日時：7月 30日（土）

会場：みなとオアシスがまごおり周辺

蒲郡シティセールスプロジェクト「ガマゴリ・ら」では、ロ

ケとグルメによる地域活性化を目指して活動しています。

【速報】オール蒲郡ロケ映画「なけもしないくせいに」
凱旋上映会が決定！！

　オール蒲郡ロケ映画『なけもしない

くせに』は、ロケ地の提供やエキスト

ラの参加など、多くの市民の方々の協

力により撮影することができました。

凱旋上映会を通じて、蒲郡の魅力を再

発見・再認識すると共に、蒲郡の魅力

発信に参画する楽しさを知って下さい。

　なお、映画関係者の来場と舞台挨拶

も決定しました！！

税理士法人  みどり経営
●代表社員税理士  天野 卓男 　●社会保険労務士  守山 暁子

フレー
フレー

フレ
ー

フレー

経営計画・公的資金や助成金の活用など
御社の資金繰りを強力にバックアップします！

相続・事業承継・創業支援 etc 

お気軽にご相談下さい。

会計・税務のトータルサポート

株式会社みどり経営システム

URL : http://www.midori-keiei.com

刈谷市幸町2-3-3  TEL.0566-23-3240
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【
講

座

名
】
作
業
改
善

【
対

象

者
】
生
産
現
場
の
作
業
改

　
　
　
　
　

  

善
の
技
法
を
習
得
し

　
　
　
　
　

   

た
い
方

【
訓

練

日
】 

平
成
28
年
９
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
　

   　
　
　

 

９
月
10
日
（
土
）

【
場　
　

所
】
愛
知
県
立

　
　
　
　
　

   

東
三
河
高
等
技
術
専
門
校

【
訓
練
内
容
】
作
業
の
ム
ダ
を
省
き
、
よ

　
　
　
　
　

  

り
効
果
的
な
作
業
へ
改
善

　
　
　
　
　

   

す
る
知
識
と 

技
法

【
定　
　

員
】
25
名

【
受

講

料
】
１
，
８
０
０
円

【
申
込
期
間
】
平
成
28
年
８
月
５
日
（
金
）

　
　
　
　
　

  

ま
で

■
お
問
合
せ

　

愛
知
県
立
東
三
河
高
等
技
術
専
門
校

　

訓
練
課

　

℡:

０
５
３
３-

９
３-

２
０
１
８

 　
　

:

０
５
３
３-

９
３-

４
２
６
７

　

６
月
17
日
（
金
）・
18
日
（
土
）
に
、『
東

三
河
の
「
も
の
づ
く
り
」
を
見
て
・
触
っ

て
・
知
っ
て
も
ら
お
う
！
』
を
テ
ー
マ
と

し
た
「
も
の
づ
く
り
博
２
０
１
６
in
東
三

河
」
が
、
90
企
業
・
団
体
１
６
４
ブ
ー
ス

の
過
去
最
大
規
模
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
市
の
も
の
づ
く
り
企
業
と
し
て
は
、
伊

藤
光
学
工
業
㈱
、
㈱
ニ
デ
ッ
ク
、
㈱
蒲
郡

製
作
所
、
㈱
近
藤
鐵
工
所
、
㈱
ジ
ー
エ
ム

が
ブ
ー
ス
を
構
え
、
愛
知
県
ブ
ー
ス
に
は

積
水
ナ
ノ
コ
ー
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱
が
出

展
し
ま
し
た
。
初
日
に
七
千
人
、
２
日
目

に
一
万
六
千
人
の
合
計
で
二
万
三
千
人
も

の
入
場
者
が
あ
り
、
大
変
盛
況
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
行
わ

れ
た
竹
本
油
脂

㈱
企
業
見
学
会

に
は
、
東
三
河

を
中
心
と
し
た

企
業
の
方
の
他
、

個
人
参
加
の
方

も
み
え
、
総
勢

３
８
名
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
会
社

概
要
の
説
明
の
後
、
ご
ま
油
の
製
造
工

程
を
見
学
し
、
参
加
者
か
ら
質
問
が
で
る

な
ど
熱
心
に
見
学
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
も
全
て
の

方
か
ら
「
良
か

っ
た
」
と
の
回

答
を
い
た
だ
き
、

大
変
有
意
義
な

見
学
会
と
な
り

ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
博
２
０
１
６
in

東
三
河

竹
本
油
脂
㈱
企
業
見
学
会

　
　
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

蒲
郡
鉄
工
会
（
近
藤
昌
泰
会
長
）

は
、
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
６
月

３
日
（
金
）
に
第
１
回
蒲
鉄
塾
を
会

員
事
業
所
26
名
の
参
加
の
も
と
に
開

講
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
今
年
度
か
ら
新
た
に
設
置

し
た
蒲
鉄
塾
委
員
会
（
小
田
直
紀
委

員
長
）
が
、
会
員
事
業
所
・
経
営
者

の
た
め
に
少
し
で
も
役
に
立
つ
事
業

を
実
施
、
運
営
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

講
師
に
は
、
元
本
鉄
工
会
副
会
長

の
神
谷
宜
泰
氏（
中
小
企
業
診
断
士
）

を
塾
長
と
し
て
迎
え
、
単
な
る
座
学

で
は
な
く
、
実
践
的
な
経
営
能
力
の

向
上
を
目
指
し
、
互
い
に
課
題
を
共

有
し
、
解
決
す
る
場
と
し
て
、
11
月

11
日
（
金
）
ま
で
の
５
回
シ
リ
ー
ズ

で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

蒲
郡
鉄
工
会
の
近
藤
昌
泰
会
長

（
㈱
近
藤
鐵
工
所 

代
表
取
締
役
）
が
、

昨
年
に
引
き
続
き
愛
知
工
科
大
学
で

講
師
と
し
て
去
る
６
月
７
日
（
火
）

に
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
一
年
生
33
名
の
学
生
を

対
象
に
「
東
三
河
の
企
業
と
中
小
企

業
経
営
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

自
ら
の
人
生
の
軌
跡
を
踏
ま
え
て
の

中
小
企
業
経
営
の
実
態
な
ど
の
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
学
生
達
が
社
会
人
と

な
っ
て
い
く
に
あ
た
り
、
東
三
河
や

蒲
郡
の
健
全
な
中
小
企
業
へ
の
就
職

の
呼
び
か
け
と
と
も
に
、
就
職
に
あ

た
っ
て
は
『
好
き
な
仕
事
に
就
き
な

さ
い
』↓『
夢
を
持
ち
な
さ
い
』『
少
々

の
こ
と
は
我
慢
し
て
働
き
続
け
な
さ

い
』
と
語
り
か
け
ま
し
た
。

蒲
郡
鉄
工
会
が

　
　
　
蒲
鉄
塾
を
開
講

近
藤
鉄
工
会
会
長
が

愛
知
工
科
大
学
で
講
義

愛
知
県
立
東
三
河
高
等
技
術
専
門
校

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

受
講
者
募
集

神谷塾長と参加者

講師の近藤鉄工会会長

展示会場の様子見学会(亀岩工場)の様子

　

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外

地
よ
り
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
々

が
、
税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨
や
証

券
等
を
お
返
し
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
な
お
引
き
取
り
手
が
な
く
、
保
管

さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の
が

多
数
あ
り
ま
す
。

　

返
還
請
求･

お
問
合
せ
は
、
ご
本

人
は
も
と
よ
り
ご
家
族
の
方
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
お
心
当
た
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

返
還
し
て
い
る
通
貨･

証
券
等

● 

上
陸
地
の
税
関
又
は
海
運
局
に
預

け
ら
れ
た
通
貨･

証
券
等

● 

帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人
自

治
会
等
に
預
け
ら
れ
た
通
貨･

証

券
等
の
う
ち
、
そ
の
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那
事
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国
庫
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、

大
東
亜
戦
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引
国
庫
債
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等

■
お
問
合
せ
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務
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屋
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関

豊
橋
税
関
支
署
蒲
郡
出
張
所

　

℡
：
０
５
３
３-

６
８-

６
０
０
８

終
戦
当
時
、
引
揚
者
の
方
々
か
ら

お
預
か
り
し
た
通
貨･

証
券
等
を

返
還
し
て
い
ま
す

豊
橋
税
関
支
署 

蒲
郡
出
張
所
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　６月の全産業合計の業況ＤＩは、▲２４．８と、前月から▲２．
０ポイントの悪化。なお、本調査期間は英国のＥＵ離脱の決定前
であることに留意が必要。人手不足や人件費の上昇が足かせとな
る中、消費低迷の長期化や円高進行による受注減に加え、株価・
為替の不安定な動きが中小企業のマインドを下押ししている。堅
調な観光需要や、原材料価格の下落、春から値上がりしているも
のの依然として低い水準にある燃料費の恩恵を指摘する声は聞か
れるが、中小企業の景況感は足元で弱い動きがみられている。先
行きについては、先行き見通しＤＩが▲２４．６（今月比＋０．２
ポイント）とほぼ横ばいを見込む。夏の観光需要の拡大や、猛暑
予測から飲料品や家電製品など夏物商品の販売増加、消費増税の
再延期による消費者マインド改善を期待する声が聞かれる。他方、
金融市場の不安定な推移などによる、インバウンドを含む消費の
一段の悪化や設備投資の減少に対する懸念のほか、人手不足の影
響拡大など、景気の不透明感が増す中、中小企業においては、先
行きへの慎重な見方が続いている。

（日本商工会議所調査）

★ 公共工事が低調なため、少ない案件を取り合い、同業他社と価
格競争となっている。一方で燃料代は上昇傾向にあり、採算が
悪化している（土木工事業）

★ 生コンクリート以外の建材価格は下落しており、特に中国の生
産過剰により、鉄鋼価格の下落が目立つ（建築工事業）

☆  地元の市町村は公共工事を早期発注しているため、売上は改善
した。ただし、地域間で発注量に大幅な格差がある（一般工事業）

☆ 熊本地震による製造ライン休止の影響がなくなり、業績は回復
した。消費税率引上げの延期による、国内消費の好転を期待し
たい（自動車部品製造業）

★ 売上は順調に推移しているものの、原材料である豚肉などが高
騰しているため、収益が圧迫されている（食料品製造業）

★ 円高の進行により、仕入価格減少等のメリットがある反面、外
貨建の債権には為替差損が生じている（電線・ケーブル製造業）

★ 業況、売上ともに堅調に推移しており、顧客からの増産要請に
対応するため設備投資に乗り出した。しかし、設備費は数年前
と比較して１．５～２倍程度となっており、資金繰りに苦慮（繊
維品卸売業）

★ 天候不順などにより、農産物の品質が悪く、取扱数量は大幅に
減少している。今後もこの傾向が続く見込み（農産物卸売業）

★ 個人消費の低迷は深刻であり、衣料品と高額品の売上は前年同
月を下回っている。お中元商戦が売上回復の起爆剤となること
を期待したい（百貨店）

★ 夏のセール待ちで衣料品を買い控える顧客が多く、依然として
業況は厳しい（商店街）

☆ 夏に向けて飲料品の出荷量が増加してきたことを受け、売上は改
善。また、足元の原油価格は上昇しているものの、前年比では依
然として低水準にあり、採算もとれている（運送業）

★ システム開発の引き合いは依然として多いが、人手不足のため
応じきれず、売上の増加に結びつけられない（ソフトウェア業）

★ 「ジューンブライド」の時期にもかかわらず、婚姻数の減少や
競合激化で業況は厳しい（写真業）

建 設 業 （業況ＤI値）

製 造 業 （業況ＤI値） サービス業 （業況ＤI値）

小 売 業 （業況ＤI値）

卸 売 業 （業況ＤI値）

   加入申込み・お問合せは・・・
【 蒲 郡 商 工 会 議 所 】　TEL:0533-68-7171

取引先の突然の倒産時に

あなたを守る共済制度 経営セーフティ共済経営セーフティ共済

取引先が倒産時に、掛金総額の 10倍の範囲内で

無担保・無保証人で貸付けを受けられます

掛金は損金または必要経費に算入できるため

節税のメリットもあります



三河観光ＧＯＮ　観光情報コーナー

家康公誕生の地、岡崎が誇る大花火大会。今年は岡崎市施行100 周年を記
念したドラマチック・ハナビをお楽しみください。

岡崎城下 家康公夏まつり「花火大会」 第 28回吉良花火大会

第 68回西尾・米津の川まつり

第 34回蒲郡まつり
納涼花火大会

海のシーズン到来

約 1700 発の花火が音楽と共に打上げられます。夏の
暑い夜空に絶え間なく打ち上げられる花火。海面に
映る花火。一夏の熱い思い出にぜひご来場下さい。

約 2000 個の万灯が川面に浮かび、上空にはスターマインなど
約 3000 発の花火が輝く。

7月 31 日（日）19:30 ～ 21:00

7 月 1 日～ 8月 31 日
西浦温泉パームビーチ　【問合先】西浦温泉観光協会センター　℡ 0533-57-2195
三河大島海水浴場　　　【問合先】蒲郡市観光協会　　　　　　℡ 0533-68-2526

【日　時】7月 23 日（土）19：30 ～ 20：50 
【場　所】宮崎海岸宮崎漁港
【駐車場】吉良恵比寿海岸駐車場、
　　　　  宮崎漁港周辺駐車場
【問合先】西尾みなみ商工会内
 　　　    吉良花火大会事務局　TEL:0563-32-1141

【日　時】 8 月 15 日（月）　19：30 ～ 20：30 
【場　所】 矢作川米津橋下流
【交　通】 名鉄米津駅から南へ徒歩 5分
【問合先】 西尾市観光案内所　０５６３－５７－７８４０
佐久島クルーズ＆島内自由散策　7/30 ～ 8/28（8/13･14 除く）
【発　着】吉良宮崎港・師崎港・佐久島西港発着の日帰ｺｰｽ
【申込先】平日　（一社）西尾市観光協会　 ℡ 0563-57-7882
　　　　 休日　西尾市観光案内所　　　　℡ 0563-57-7840

【開 催 日】8月 6日（土）　※雨天決行、荒天翌日順延
【開催時間】18:50 ～ 21:00　
【開催場所】岡崎市康生町　乙川河畔、矢作川河畔
【観 覧 席】有料観覧席は抽選（1 ﾏｽ 48,000 円）
 　　　　   抽選日 7月 10 日（日）会場 : 岡崎市中央総合公園
　　　　　 ※6人用観覧席（桟敷席）
【問 合 先】岡崎市観光協会　℡ 0564-23-6217

「家康公検定ファイナル」
検定受験をとおして、郷土の英傑 家康公に学ぼう！
【問 合 先】　岡崎商工会議所　℡ 0564-53-619
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　愛知県では、中小企業の人材育成を支援する窓口「愛知県産業人材育成支援セ
ンター」とポータルサイト「ひと育ナビ・あいち」を開設しました。支援センター
では、「新たに従業員を雇ったが、教育方法がわからない」、「従業員のスキルを
向上させたい」など産業人材育成について相談対応しています。
　ポータルサイト「ひと育ナビ・あいち」では、従業員のスキルアップに関する県内の研修、講座、セミナー情報
を検索できるほか、中小企業の魅力を発信できます。是非、ご利用・ご登録ください。

■お問合せ　愛知県産業人材育成支援センター　TEL：052-954-6717

〒440-0806 豊橋市八町通2丁目15番地 TEL:0532-52-3191

豊橋支店　国民生活事業
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　蒲郡商工会議所では、岡崎商工会議所との事業連携をはかり、会員限定サービスとしてお互いの会報誌への
チラシ折込を実施できることになりました。岡崎地区への製品・商品の宣伝、PRなどに是非ご活用下さい！

≪岡崎商工会議所会報について≫
体　　裁：Ａ４版、本文10ページ
発 行 日：毎月１日発行　（原則として）
発行部数：４，３００部　（年２回６，１００部）
配 布 先：岡崎商工会議所 会員・特定商工業者・
　　　　   官公庁・主要商工会議所等

≪本サービスご利用条件の概要≫
利用資格：蒲郡商工会議所会員
チ ラ シ：原則Ａ４サイズまたはＡ３サイズ事前二つ折りの広告チラシ等　（両面印刷可、冊子型は不可）
サービスの可否 ：同封サービスのチラシは、次の事項のいずれにも該当しないもとし、岡崎商工会議所が該当すると判
　　　　　断したものついては、本サービスは利用できません。

政治活動、宗教活動、社会問題に関するもの・関係法規に違反するもの・公序良俗に反するもの・誇大
表示、不当表示、誹謗中傷が含まれるものやその他表現方法等が不適切なもの・他の会員、消費者に対
し、不当な不利益を与えるおそれがあるもの・投機性のあるものまたは、投機性があると疑われもの・
岡崎商工会議所の事業と同種で競合するもの・その他、岡崎商工会議所が運用上不適当と認めるもの

利用料金：Ａ４サイズ：１回１ヶ月６０，０００円（4,300部発行時） １回１ヶ月１００，０００円（6,100部発行時）

（税込み）   Ａ３サイズ：１回１ヶ月９０，０００円（4,300部発行時） １回１ヶ月１５０，０００円（6,100部発行時）

申込期限：同封する会報発行月の前々月末日迄

納品部数：４，４００部（６，１００部発行時は６，２００部）

納品期限：該当する会報発行日の10日前までに岡崎商工会議所へ納品下さい。

申込方法：指定の申込書をご記入いただき、見本の広告チラシ１枚を添えて蒲郡商工会議所を通じてお申込みく  

　　　　   ださい。内容確認し、同封可否の検討結果を岡崎商工会議所からご連絡します。

　　　　  （注）枚数制限等により、ご希望にそえない場合もありますので、あらかじめご了承ください。

■お申込み・お問合せ　蒲郡商工会議所　広報担当　TEL：0533（68）7171

岡崎商工会議所会報　チラシ同封発送サービスのご案内

蒲郡商工会議所会員限定

※6,100部発行は年２回（不定期）

〒442- 0061  豊川市穂ノ原3丁目14番地8
電話 0533-86-8138（代）  FAX 0533-86-8924

代表取締役 細  井　幸  一
三河物産株式会社

ISO14001:2004認証取得

当社は循環型社会を目指して
金属回収に全力を注ぎます。

製鋼原料・非鉄金属

産業廃棄物収集運搬業
産業廃棄物中間処理業

伊藤光学工業株式会社
眼鏡レンズ・コンタクトレンズ・光学機能部品製造

〒443-0041 愛知県蒲郡市宮成町 3番 19号
TEL〈0533〉69-3311（代）　FAX〈0533〉67-3188
http://www.itohopt.co.jp/

東海精密工業株式会社

株式会社ティー・エス・エル

株式会社伊藤オプチカル

株 式 会 社 エ ツ ミ 光 学

愛 知 県 蒲 郡 市

東 京 都 墨 田 区

（本社）愛知県蒲郡市

福 井 県 鯖 江 市

光学プラスチックの設計・金型・成形・コーティング

メガネレンズ小売店への販売

メガネの小売「メガネで遊ぶ」fxg

眼鏡レンズ・サングラスなどへのコーティング

伊藤光学グループ

ISO 9001
ISO 14001
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あ
る
離
島
キ

ッ
チ
ン
も
同
じ
よ
う
な
考
え
で
す
。

島
根
県
海
士
町
を
中
心
に
い
く
つ

か
の
離
島
の
食
材
や
地
域
の
料
理

を
離
島
出
身
の
人
が
提
供
し
て
い

る
飲
食
店
で
す
。
情
報
や
食
材
を

東
京
に
出
す
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な

い
、
本
来
な
ら
島
を
訪
ね
た
と
き

だ
け
体
験
で
き
る
感
動
を
東
京
で

提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

地
域
の
情
報
、
モ
ノ
、
人
の
フ
ァ

ン
に
な
っ
て
も
ら
う
狙
い
で
す
。

　

「
日
経
ト
レ
ン
デ
ィ
」
の
ヒ
ッ
ト

商
品
ラ
ン
キ
ン
グ
の
こ
こ
数
年
の

傾
向
を
み
て
も
、
モ
ノ
か
ら
コ
ト

（
体
験
や
感
動
）
の
要
素
が
増
え
て

い
ま
す
。
モ
ノ
は
市
場
に
あ
ふ
れ

て
い
る
の
で
す
。
モ
ノ
の
ス
ペ
ッ

ク
の
少
し
ば
か
り
の
違
い
で
消
費

を
喚
起
で
き
る
時
代
は
終
わ
っ
て

い
ま
す
。
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
売

る
と
き
に
シ
ー
ン
提
案
や
ス
ト
ー

リ
ー
が
重
視
さ
れ
る
の
も
、
消
費

者
は
モ
ノ
そ
の
も
の
よ
り
も
自
分

を
感
動
さ
せ
た
り
満
足
さ
せ
る
コ

ト
（
出
来
事
や
納
得
感
）
を
求
め

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

自
分
が
扱
っ
て
い
る
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
で
消
費
者
の
心
の
中
に
ど

ん
な
「
コ
ト
」
が
起
こ
せ
る
の
か

を
も
う
一
度
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所

 

上
席
研
究
員　

渡
辺　

和
博

「
感
謝
」

感
謝
は
意
識
し
な
い
と
、

し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

僕
ら
の
脳
は
環
境
適
応
能
力
を
身
に
付
け
た
か
わ
り
に
、

日
常
的
な
こ
と
を
「
当
た
り
前
」
と
思
う
よ
う
に
で
き

て
い
る
か
ら
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
感
謝
習
慣
を
意
識
的
に
身
に
付
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

習
慣
さ
え
身
に
付
け
て
し
ま
え
ば
あ
と
は
自
然
に
美
し

い
流
れ
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　

 　

  　

 　
　
　

書
道
家　

武
田　

双
雲



◆ 8月の商工相談日◆ ◎相談は無料です。担当の都合により、日時を変更する場合もありますので事前にご確認下さい。（TEL：0533-68-7171）

法律相談の予約は相談日の2週間前より開始いたします。年金相談は12時～13時は休憩となります。労働保険、小規模企業共済、経営セーフティ共済等の相談は随時行っています。

相　談 相　談　日 担　当 相　談 相　談　日 担　当

ビジナビ経営相談
1日 ㈪　 予 約 制
1 3 : 0 0 ～ 1 7 : 0 0

経営コンサルタント/中小企業診断
日 野 眞 明

労 働 相 談
10日㈬　予約制
1 3 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0

社 会 保 険 労 務 士
小 林 英 一 郎

経 営 相 談
16日㈫　予約制
1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 0 0

蒲信経営相談センター
中 小 企 業 診 断 士

税 務 相 談
9 日 ㈫　　　　　
1 3 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0

東 海 税 理 士 会
豊 橋 支 部

金 融 相 談
18日㈭　予約制
1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 0 0

日 本 政 策 金 融 公 庫
豊橋支店（国民生活事業）

特 許 相 談
26日㈮　　　　　
1 3 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0

弁 理 士
尾 崎 隆 弘

随時開催　予約制
日 本 政 策 金 融 公 庫
岡崎支店（中小企業事業）

登 記 測 量 相 談
5 日 ㈮　　　　　
1 3 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0

司 法 書 士
土 地 家 屋 調 査 士

19日㈮　予約制
1 3 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0

愛知県信用保証協会
下 請 取 引・
あ っ せ ん 相 談

随時開催　予約制
（公財）あいち産業
振 興 機 構

法 律 相 談
3日 ㈬　 予 約 制
1 3 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0

弁 護 士
坂 口 良 行

年 金 相 談
4日㈭・12日㈮・25日㈭
1 3 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0

豊 橋 年 金 事 務 所
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「
世
界
に
通
用
し
な
い
日
本
の
安
全
神
話

-

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
的
発
想
か
ら
脱
却
せ
よ-

」

　

日
本
の
企
業
経
営
者
は
語
る
。
日
本

企
業
の
経
営
は
欧
米
企
業
と
は
違
っ
て

モ
ラ
ル
が
高
く
、
中
長
期
的
視
野
に
立

っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
（
株
主

資
本
利
益
率
）
な
ど
の
経
営
指
標
を
一

律
に
適
用
す
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
日

本
企
業
の
良
さ
を
損
ね
る
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
と
。

　

日
本
の
農
産
物
や
加
工
食
品
の
生
産

者
は
語
る
。
日
本
の
農
産
物
や
食
品
は

安
全
性
が
高
く
、
安
心
で
味
も
良
い
。

日
本
に
来
た
海
外
旅
行
者
た
ち
の
食
材

や
食
品
に
対
す
る
評
価
も
極
め
て
高

い
。
輸
出
も
も
っ
と
で
き
る
と
。

　

し
か
し
、
両
者
の
主
張
は
本
当
に
そ

の
通
り
な
の
だ
ろ
う
か
。
世
界
に
通
用

し
な
い
独
り
よ
が
り
と
い
う
こ
と
は
な

い
の
か
。

　

最
近
、
日
本
企
業
の
不
祥
事
が
相
次

い
で
い
る
。
消
費
者
の
安
心
や
安
全
に

関
わ
る
も
の
も
多
い
。
日
本
企
業
の
古

い
経
営
体
質
が
不
祥
事
の
温
床
に
な
っ

て
お
り
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
と
い
い
な

が
ら
、
内
実
が
伴
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
な
の
か
？
欧
米
流
の
経
営
の
浸
透

と
と
も
に
、
日
本
的
経
営
の
良
さ
が
失

わ
れ
て
い
る
結
果
な
の
だ
ろ
う
か
？
そ

れ
と
も
消
費
者
の
要
求
水
準
が
上
が
っ

て
い
る
こ
と
に
、
企
業
が
追
い
付
い
て

い
な
い
か
ら
な
の
か
？
い
ず
れ
に
し
て

も
、
こ
う
し
た
状
況
で
日
本
企
業
の
モ

ラ
ル
は
高
い
、
正
直
で
あ
る
と
ど
ん
な

に
訴
え
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
説
得
力
は

な
い
。
国
内
の
消
費
者
や
株
主
だ
け
で

な
く
、
日
本
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
懐

疑
的
な
海
外
の
投
資
家
の
理
解
を
得
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

日
本
の
農
産
物
や
加
工
食
品
に
つ
い

て
も
、
同
様
で
あ
る
。
食
品
偽
装
、
食

品
へ
の
異
物
混
入
や
廃
棄
さ
れ
た
食
品

が
再
流
通
し
た
事
件
は
、
日
本
の
安
全

神
話
に
暗
い
影
を
落
と
し
た
。
一
般
の

農
業
従
事
者
や
食
品
の
つ
く
り
手
の
安

全
や
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
が
高
く

て
も
、
一
部
の
悪
徳
業
者
を
排
除
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
日
本
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
が
意
図
的
に
毒
物
な
ど
を

混
入
さ
せ
る
「
食
品
テ
ロ
」
な
ど
に
対

し
て
脆
弱
で
あ
る
こ
と
を
露
呈
し
て
し

ま
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
国
内
で
は
、
全
体
と
し
て

み
れ
ば
日
本
の
農
産
物
や
加
工
食
品
は

概
し
て
安
全
だ
と
、
誰
も
が
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
農
産
物
や
加
工
食
品
を

大
々
的
に
海
外
に
輸
出
す
る
と
な
れ

ば
、
話
は
別
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
海
外
で
日
本
産
品
を
細
々
と
流
通

さ
せ
る
の
と
異
な
り
、
大
手
小
売
業
の

流
通
ル
ー
ト
に
乗
せ
る
と
な
れ
ば
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
対
応
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
日
本
は
モ
ラ
ル
が
高
い
か

ら
安
心
・
安
全
だ
と
ど
ん
な
に
訴
え
て

み
て
も
、
そ
の
主
張
を
裏
付
け
る
も
の

が
な
け
れ
ば
、
海
外
消
費
者
の
信
頼
を

得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
流

通
ル
ー
ト
に
乗
せ
て
も
ら
え
な
い
。
日

本
の
食
品
の
お
い
し
さ
は
分
か
っ
て
も

ら
え
た
と
し
て
も
、
安
心
・
安
全
は
担

保
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

結
局
、
日
本
の
企
業
経
営
に
も
、
農

産
物
や
加
工
食
品
に
も
共
通
し
て
い
る

の
は
、
世
界
に
通
用
し
な
い
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
的
発
想
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も

し
、
日
本
企
業
の
モ
ラ
ル
が
世
界
の
企

業
よ
り
高
く
、
日
本
の
農
産
物
や
食
品

が
世
界
一
安
全
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し

た
い
の
な
ら
、
ま
ず
は
世
界
基
準
を
ク

リ
ア
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ

る
。
そ
の
上
で
日
本
的
な
良
さ
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
な
ら
、
世
界
の
投
資
家
や
消

費
者
は
、
日
本
の
企
業
経
営
や
食
品
を

称
賛
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
企
業
経
営
で
あ
れ

ば
規
律
遵
守
を
、
今
や
経
営
の
世
界
標

準
で
あ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
コ
ー
ド
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
を
形
で

示
す
必
要
が
あ
る
。
農
産
物
や
食
品
を

輸
出
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
農
産
物
の
安

全
な
ど
の
国
際
基
準
を
ク
リ
ア
し
て

い
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
世
界
に
認
知
さ
れ
た

安
全
管
理
基
準
で
あ
る
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ 

Ｇ.

Ａ.

Ｐ.

（
適
正
農
業
規
範
）
を
取

得
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
上
で
よ
り
厳

し
い
日
本
基
準
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
ク

リ
ア
す
る
と
い
う
な
ら
話
は
分
か
る
。

し
か
し
、
安
全
神
話
の
下
で
、
日
本
の

生
産
者
の
世
界
基
準
に
対
す
る
理
解
が

進
ま
ず
、
対
応
も
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

の
が
実
情
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
世
界

市
場
の
開
拓
な
ど
、
絵
に
描
い
た
餅
で

あ
る
。

　

企
業
経
営
者
も
農
業
関
係
者
も
、
今

こ
そ
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
的
発
想
か
ら
抜
け
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
６
月
１
日
執
筆
）

　

 日
本
総
合
研
究
所

 

理
事
長　

高
橋　

進

理事長 竹 田 知 史
蒲 郡 市 神 明 町 4 番 25 号

お客様に安心と安全を提供します。

弁理士（特定侵害訴訟代理業務可能）



＜お問合せ先＞岡崎支社 豊橋営業所　　 〒440-0075 豊橋市花田町石塚42-1 TEL 0532-55-8070

The  Chamber  News －がまごおり－［12］平成28年 7月 15日　No.777


